
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
の
め
ざ
す
も
の

前
総
括
責
任
者

佐
　
藤

本
誌

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
の
創
刊
に
当
た
り
、

本
誌
の
母
体
で
あ
る
二
松
学
舎
大
学
二
十

一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム

「日
本
漢
文
学
研
究

の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」
の
計
画
立
案
に
最
初
か
ら
加
わ

っ
て
い
た
者
の

一
人
と
し
て
、

本
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
と
、

本

誌
の
め
ざ
す
も
の
に
つ
い
て
、

簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。

我

々
二
松
学
舎
大
学
は
、

文
部
科
学
省
の
二
十

一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
想
が
公
に
さ
れ
た
直
後
か
ら
、

石
川
忠
久
前
学
長
を
中
心
に

応
募
の
準
備
に
取
り
か
か

っ
た
。

私
が
参
加
し
た
最
初
の
会
合
は
、

平
成
十
四
年

（二
①
①
二
）
二
月
で
あ

っ
た
と
、

記
憶
す
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｅ
構
想
は
、

当
初
、　

一
件
当
た
り
の
高
額
な
援
助
金
と
、
「ト
ッ
プ

・
サ
ー
テ
イ
」
き
じ
き
】嘱宅
　
と
い
ぅ
言
葉
が
流
行
し
た
よ
う
に
、
日

本
の
国
公
私
立
大
学
の
分
野
別
格
付
け
の
面
の
み
が
こ
と
さ
ら
に
喧
伝
さ
れ
た
が
、

実
は
、

こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
ね
ら
い
は
、

大
学
の
個
性
化
と
研
究

教
育
水
準
の
高
度
化
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、

特
に
大
学
院
の
研
究
教
育
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

つ
た
。

そ
こ
で
我
々

は
、

Ｃ
Ｏ
Ｅ

へ
の
参
加
が
、

二
松
学
舎
大
学
の
研
究
教
育
の
改
革
、

活
性
化
を
行
う
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
と
ら
え
、

本
学
の
個
性
と
こ
れ
ま
で

の
研
究
教
育
の
実
績
を
い
か
に
Ｃ
Ｏ
Ｅ
構
想
に
結
び

つ
け
る
か
、

そ
の
検
討
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

平
成
十
四
年

（二
①
Ｏ
二
）
の
第

一
回
の
公
募
締
切
ま
で
あ
ま
り
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、

早
い
段
階
で
、

本
学
の
研
究
教
育
拠
点
形
成

は

「日
本
漢
文
」
の
分
野
で
計
画
す
る
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
、

比
較
的
容
易
に
決
ま

っ
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

本
学
は
開
学
以
来
、

建
学

の
理
念
と
し
て
東
洋
の
精
神
文
化
の
伝
統
を
継
承
し
、

古
く
か
ら

「国
漢
の
二
松
」
と
自
他
と
も
に
認
め
る
実
績
を
あ
げ
て
い
る
の
で
、
「
日
本
漢

文
」
が
最
も
本
学
の
特
色
を
発
揮
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
、

全
学
の
考
え
が
す
ぐ
に
ま
と
ま

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

問
題
は
日

保



本
漢
文
の
研
究
教
育
拠
点
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
で
あ
る
。

我
々
は
検
討
の
す
え
に
、

漢
文
に
よ
る
研
究
教
育
法
の
開
発
と
漢
文
文
献
の
デ

ー
タ

・
ベ
ー
ス
化
を
目
的
と
す
る

「
日
本
漢
学
研
究
教
育
法
及
び
文
献
セ
ン
タ
ー
の
構
築
」
を
計
画
し
て
、
「人
文
科
学
」
の
分
野
に
提
出
し
た
。

だ
が
、

結
果
は
不
採
択
と
な

っ
た
。

理
由
は
、

研
究
の
意
義
は
認
め
ら
れ
る
が
、

計
画
の
具
体
性
を
欠
き
実
現
は
困
難
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
も
の

で
あ

っ
た
。

そ
の
指
摘
は
、

我
々
と
し
て
も
十
分
納
得
の
行
く
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、

二
年
後
の
再
度
の
申
請
に
備
え
て
、

大
学
院
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
整
備

と
大
学
全
体
の
研
究
教
育
体
制
の
改
編
を
行
い
、

さ
ら
に
事
業
推
進
担
当
者
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、

我

々
が
研
究
教
育
の
対
象

と
す
る

「日
本
漢
文
」
又
は

「日
本
漢
学
」
「日
本
漢
文
学
」
と
は
何
か
、

を
問
い
直
す
議
論
を
重
ね
た
。

議
論
の
前
提
に
は
、

近
代
以
前
の
日
本
の
学
術
文
化
は
漢
文
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
、

漢
文
抜
き
で
は
日
本
の
学
術
文
化
は
存
在
し

得
ず
、

且

つ
ま
た
漢
文
の
知
識
抜
き
で
そ
れ
ら
の
理
解
は
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
、

我
々
全
員
の
ほ
ぼ
共
通
す
る
認
識
が
あ

っ
た
。

そ
の
上
で
、

日
本
に
お
け
る
中
国
学
の
伝
承
と
日
本
漢
学
の
関
係
、
日
本
語

・
日
本
学
と
日
本
漢
文
と
の
関
連
、

教
科

（国
語
古
典
）
と
し
て
の
漢
文
、

漢
文

文
献
の
範
囲
等
々
、

議
論
は
多
岐
広
範
に
及
び
、

本
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
推
進
担
当
者
の
間
で
も
い
ま
だ
に
用
語
と
概
念
の

一
致
を
見
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
。

そ
れ
は
、
「漢
学
」
「漢
文
」
「漢
文
学
」
か
ら
受
け
取
る
も
の
が
、

人
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、

厳

密
な
定
義
は
と
も
か
く
、

我
々
が
研
究
教
育
の
対
象
と
す
る
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
は
ぉ
ぉ
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、

ほ
ぼ
共
通
の
理
解
が
で

き

つ
つ
あ
る
。

古
来
、
日
本
人
が
古
典
中
国
語
を
日
本
語
で
読
み
下
す
日
本
独
自
の
訓
読
法
に
よ

っ
て
摂
取
し
て
き
た
中
国
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
著
述
、

且

つ
又
古
典
中
国
語
を
模
倣
し
て
表
現
し
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
日
本
人
の
著
述
。

言
う
ま
で
も
な
く
、

古
典
中
国
語
と
は
漢
字
を
媒
体
と
す
る
中
国
語
の
古
語
、

そ
れ
も
書
き
言
葉
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

東
ア
ジ
ア
漢

字
文
化
圏
に
あ

っ
て
は
か
つ
て
共
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
文
体
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
各
国
は
そ
の
文
体
を
各
国
独
自
の
読
法

（訓
読
法
）
で
摂

取
し
、
「日
本
漢
文
」
「朝
鮮
漢
文
」
尽

ト
ナ
ム
漢
文
」
な
ど
が
生
ま
れ
た
。

い
ず
れ
も
中
国
学
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、

中
国
学



と
は
明
確
に
異
な
る
と
こ
ろ
が

「①
①
漢
文
」
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

興
味
深
い
点
で
も
あ
る
。

用
語
だ
け
の
面
か
ら
言
え
ば
、

私
の
個
人
的
な
感
覚
か
も
し
れ
な
い
が
、
「漢
学
」
と
い
う
と
、
「中
国
学
、

経
学
を
主
と
し
た
学
術
」
と
い
っ

た
色
彩
が

つ
よ
く
な
る
よ
う
に
思
う
し
、
「漢
文
学
」
の
場
合
に
は
、

漢
詩
漢
文
の
文
学
面
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
し
ま
う
。

実
際
に
は
、

訓
読
法
を

基
礎
と
す
る

「日
本
漢
文
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
諸
学
問

・
諸
芸
術

・
諸
文
化
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
学
問
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

議
論
を
重
ね
た
結
果
、
「日
本
漢
文
に
よ
る
学
術
文
化
」
と
い
う
意
味
で

「日
本
漢
文
」

十

「学
」
と
、

い
さ
さ
か
こ
じ

つ
け
め
い
た
命
名
に
よ
り
、

新
た
な
研
究
教
育
拠
点
計
画
の
作
成
に
入

っ
た
。

そ
れ
が
、

平
成
十
六
年

（二
①
Ｏ

四
）
に
申
請
し
た

「日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」
で
あ
る
。

平
成
十
四
年
に
始
ま

っ
た
文
科
省
の
二
十

一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、

平
成
十
四
年
度

・
十
五
年
度
で
十
分
野
に
わ
た
り
合
計

一
①
六
大

学
、

二
四
六
件
の
研
究
教
育
拠
点
を
採
択
し
、

平
成
十
六
年
度
は
総
括
的
な
分
野
と
し
て

「革
新
的
な
学
術
分
野
」

一
つ
で
募
集
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
年
の
申
請
は

一
人
六
大
学
三
二
①
件
、

採
択
は
二
四
大
学
二
人
件
、

我
々
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、

以
下
の
理
由
を
付
し
て
採
択
さ
れ

た
。

「記
紀
時
代
よ
り
戦
前
ま
で
、

漢
文
ま
た
は
そ
の
読
み
下
し
文
は
日
本
の
叙
述
作
品
の
過
半
を
占
め
、
日
本
文
学
の
中
心
軸
で
あ

っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

戦
後
は
日
本
文
学
の
対
象
と
し
て
は
疎
ん
じ
ら
れ
、

ま
た
、

漢
文
の
読
解
そ
の
も
の
も
中
国
語
の
普
及
と
と
も
に
、

衰
退
し
き

っ

て
い
る
。

こ
れ
は
日
本
文
化
の
理
解
の
た
め
に
は
、

極
め
て
危
倶
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。

二
松
学
舎
大
学
は
こ
の
趨
勢
の
中
で
、

漢
文
教
育
を

堅
持
し
て
い
る
希
少
な
大
学
で
あ
る
。
日
本
学
と
し
て
の
漢
文
研
究
を
振
興
す
る
た
め
に
、

本
拠
点
形
成
計
画
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

」

こ
の
評
価
は
、

我
々
を
大
い
に
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
。

か
く
て
、

本
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
十
六
年
の
後
半
か
ら
動
き
始
め
た
が
、

計
画
推
進
に
当
た

っ
て
、

我

々
は
次
の
四

つ
の
柱
を
立
て
た
。

第

一
は
、
日
本
漢
文
学
に
関
す
る
文
献
学
又
は
書
誌
学
的
な
事
業
で
あ
り
、

関
連
文
献
の
所
在
調
査
を
国
際
的
な
規
模
で
行
い
、

こ
れ
ら
の
文

献
情
報
を
デ
ー
タ

。
ベ
ー
ス
化
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、

他
の
諸
機
関

・
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
の
デ
ー
タ

・
ベ
ー
ス
と
の
リ
ン
ク

“Ⅶ



に
よ
っ
て
デ
ー
タ
の
量
と
質
の
拡
大
充
実
を
は
か
り
、

い
わ
ば
日
本
漢
文
学
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
情
報
の
世
界
的
拠
点
づ
く
り
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
計
画
の
中
に
は
、

研
究
文
献
目
録
及
び
基
礎
的
文
献
の
本
文
の
デ
ー
タ

・
ベ
ー
ス
化
を
も
含
ん
で
い
る
。

第
二
の
柱
は
、

研
究
者
の
国
際
的
な
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
づ
く
り
で
ぁ
る
。

国
内
外
の
日
本
漢
文
学
の
専
門
研
究
者
を
広
く
招
聘
し
て
行
う
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
公
開
講
演
会
、

及
び
関
連
す
る
国
際
会
議
や
研
究
集
会
等

へ
の
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
担
当
者
の
派
遣
等
に
よ
り
、

研
究
者
相
互
の
情
報
交
換

と
共
同
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

本
誌

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
の
刊
行
は
、

こ
こ
に
属
す
る
事
業
で
あ
る
。

第
二
は
、

大
学
院
研
究
科
の
通
常
の
講
義

・
演
習
並
び
に
学
外
の
人
々
に
も
公
開
す
る
特
別
講
義

・
演
習
等
に
よ
る
若
手
研
究
者
と
書
誌
学
専

門
技
能
者
の
養
成
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
と
し
て
若
手
研
究
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
も
含
む
。

第
四
の
柱
は
漢
文
教
育
で
、
日
本
に
お
け
る
漢
文
教
育
の
歴
史
的
研
究
、

各
国
の
漠
文
教
育

（
日
本
古
典
又
は
中
国
古
典
）
の
比
較
研
究
、

さ

ら
に
は
大
学
で
使
用
す
る
漢
文
教
育
の
テ
キ
ス
ト

（漢
文
教
科
書
）
の
編
纂
を
行
う
。

上
述
の
よ
う
に
、

本
誌
は
直
接
的
に
は
第
二
の
柱
の
研
究
者
の
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
づ
く
り
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、

我
々
事
業
推
進
担
当
者
の
み

な
ら
ず
国
内
外
の
こ
の
分
野
の
研
究
者
が
、

研
究

・
調
査
の
結
果
を
国
際
的
に
交
流
し
合
う
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
。

当
然
、

本
誌
の
内
容
は
上
記
四

つ
の
柱
全
体
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

本
誌
を
通
じ
て
、
日
本
漢
文
学
研
究
の
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
が
広
が
り
、

本
学
が
そ

の
世
界
的
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
、
日
本
漢
文
学
研
究
が

一
層
深
化
し
高
度
化
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
本
誌
刊
行
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

な
お
、

本
誌
の
用
語
は
、
日
本
語
と
英
語
を
使
用
す
る
。

編
集
の
過
程
で
は
中
国
語
を
加
え
た
ら
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

あ
え
て
日
本
語

と
英
語
に
限
定
し
た
の
は
、
日
本
漢
文
の
研
究
者
で
中
国
語
を
解
す
る
人
は
ま
だ
少
数
で
あ
ろ
う
と
の
判
断
に
よ
る
。


